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校
舎
や
屋
体
等
を
毎
年
建
設

　
「
教
育
施
設
の
整
備
充
実
は
毎
年
積
極

的
に
進
め
ら
れ
、
い
ま
、
日
知
屋
小
学

校
の
体
育
館
建
設
や
富
島
中
学
校
の
危

険
校
舎
改
築
工
事
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ

’
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
美
々
津
小
学
校
田
ノ
原
分

校
の
校
舎
増
改
築
と
教
職
員
住
宅
の
建

設
や
日
向
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
ノ
原
分
校

と
巻
毛
分
校
の
給
食
が
本
年
度
か
ら
始

ま
り
、
美
々
津
小
調
理
場
を
共
同
調
理

場
に
切
り
替
え
、
給
食
専
用
車
も
購
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
知
屋
小
学
校
体
育
館
は
、
鉄
骨
平

家
建
て
八
百
七
十
二
平
方
折
で
、
さ
る

十
一
月
十
日
か
ら
、
工
費
二
千
十
万
円

で
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
は
、
六
百
八
十
二
平
方
材
の

ホ
ー
ル
や
ス
テ
ー
ジ
と
更
衣
室
、
放
送

室
、
便
所
な
ど
が
っ
く
ら
れ
、
二
千
五

百
人
の
児
童
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
い
ま
、
工
事
は
着
々
と
進
め
ら

れ
て
お
り
、
来
年
の
三
月
に
は
完
成
の

予
定
で
す
。

　
富
島
申
学
校
の
危
険
校
舎
改
築
工
事

は
、
十
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
の

十
教
室
を
総
工
費
三
千
六
百
八
十
万
円

、
で
建
設
し
て
お
り
、
来
年
三
月
に
は
完

成
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
校
の
危
険
校
舎
改
築
事
業

は
、
年
次
計
画
を
一
年
繰
り
上
げ
て
建

設
さ
れ
た
の
で
、
本
年
度
で
一
応
終
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
美
々
津
小
田
ノ
原
分
校
の
増
改
築
工

事
は
、
鉄
骨
二
階
建
、
六
教
室
が
工
費

千
十
六
万
円
で
、
十
一
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
共
同
調
理
に
よ
る
給
食
は
別

記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
日
向
申
の
プ

ー
ル
建
設
に
つ
い
て
は
八
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
喉
、
す
。

／
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●

写
真
は
富
島
中
学
校
危
険
校
舎
の
改
築
工
事

，
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十
二
月
の
く
ら
し

　
　
こ
と
し
も
あ
と
数
日
…
…
ま
ち
は

　
人
も
車
も
い
っ
ぱ
い
で
あ
わ
た
だ
し
∵

　
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
交
…

〔
通
事
故
や
す
り
、
ひ
っ
た
く
り
、
あ
．

〔
き
巣
な
ど
の
増
加
が
予
想
き
れ
ま
す

…
い
縮
鐸
礫
藁
塗
な

　～
@
ま
た
、
年
末
、
年
始
ば
、
酒
に
接

へ
す
る
機
会
が
多
く
な
る
た
め
、
酒
よ

㎝
い
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
や
暴
力
事

書
灘
旧
記
嚇

が
協
力
し
、
明
る
い
年
を
迎
え
ま
し

｝
　
よ
う
。

　
▽
い
よ
い
豪
さ
が
厳
し
く
な
つ

　
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
火
気

の
使
用
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た

空
気
が
乾
燥
す
る
う
え
に
年
末
の
忙

〉
し
さ
か
ら
火
に
対
す
る
注
意
が
薄
れ

…
繕
鱗
畿
概
撚

け
ま
し
ょ
う
。

▽
　
文
書
広
報
係
は
、
み
な
き
ん
に

親
し
ま
れ
る
広
報
、
読
ん
で
も
ら
え

る
広
報
を
と
思
い
な
が
ら
も
、
毎
月

発
行
に
追
い
ま
く
ら
れ
て
、
満
足
す

る
も
の
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
来
年
は
も
っ
と
充
実
し
た
も
の
に
～

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

へ
み
な
さ
ん
の
変
り
な
い
ご
愛
読
を
お

願
い
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
い
年
を
お

…
迎
え
く
だ
さ
い
・

ヘ
ニ
：
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：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　、　「　　　　　　　一一「　　　　　　　’　）一’　　　　V　V　、　　　，｝）　　㌦　　－「｝　一

｛



」
〆

2
　　」

広報ひゆうが昭和51年9月21日第3種郵便物認可

　
明
治
百
年
を
迎
え
た
本

年
も
、
あ
と
幾
日
か
で
新

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
県
民
が
待

望
し
て
い
た
臨
海
工
業
地

帯
一
区
へ
の
工
場
誘
致
を

は
じ
め
、
財
光
寺
地
区
に

二
工
場
の
進
出
や
明
治
百

年
記
念
事
業
な
ど
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
き
ん
あ

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
、

震
度
五
の
強
震
や
干
ば
つ

の
た
め
早
期
水
稲
の
田
植

が
遅
れ
る
な
ど
肝
を
冷
し

た
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。　

こ
う
し
た
で
き
ご
と
を

ふ
り
返
る
こ
と
も
、
将
来

に
対
す
る
教
訓
や
新
年
へ

　
　
　
　
　
　
ロ
こ
な
　

の
決
意
を
固
め
る
と
と
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
も
な
も

．
の
を
拾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

、

一
区
に
旭
化
成
が
進
出

　
旭
合
繊
と
シ
ン
メ
イ
産
業

　
の
建
設
始
ま
る

ペ
ン
ペ
ン
草
の
茂
る
細
島
と
い
わ
れ

長
年
工
場
の
進
出
を
待
っ
た
臨
海
工
業

地
帯
一
区
に
、
さ
る
八
月
、
旭
化
成
の

進
出
が
決
ま
り
、
一
区
と
三
区
の
一
部
・

を
含
む
工
場
用
地
八
十
万
二
千
三
百
五

十
六
平
方
厨
が
売
買
さ
れ
ま
し
た
。

．
そ
し
て
、
こ
れ
と
同
時
に
ア
ク
リ
ル

紡
績
糸
を
生
産
す
る
旭
合
繊
が
総
工
費

十
二
億
円
で
三
区
側
に
工
場
建
設
を
始

め
た
ほ
か
、
一
区
に
は
別
記
シ
ン
メ
イ

産
業
の
建
設
や
、
旭
化
成
の
総
合
倉
庫

約
九
千
平
方
耕
の
建
設
な
ど
、
同
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

雫
噸
一
－
：
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●

甲

、
議
＼

’，

は
に
わ
か
に
活
気
づ
き
、
造
成
工
事
に

着
工
し
て
以
来
十
六
年
ぶ
り
に
工
場
建

設
の
ツ
チ
音
が
響
い
て
い
ま
す
。

財
光
寺
地
区
に

　
　
一
一
工
場
を
誘
致

　
財
光
寺
地
区
に
は
、
合
繊
糸
を
生
産

す
る
宮
崎
合
繊
と
じ
ゅ
う
た
ん
、
ヵ
1

ペ
ッ
ト
を
生
産
す
る
三
光
力
1
ペ
ッ
ト

の
二
二
を
、
さ
る
五
月
申
旬
に
誘
致
し

ま
し
た
。

　
宮
崎
合
繊
は
大
阪
の
阪
和
合
繊
が
出

資
し
て
設
立
し
た
も
の
で
、
阪
和
ニ
ッ

ト
の
南
側
約
二
万
五
千
四
百
平
方
綴
を

買
収
し
、
設
備
投
資
二
億
四
千
万
円

で
、
工
場
建
設
申
で
す
。

　
三
光
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、
大
阪
に
本
社
’

を
も
ち
、
第
一
期
計
画
分
を
総
工
費
二

千
四
百
五
十
万
円
で
建
設
す
る
も
の
で

工
場
建
物
は
ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
い
ま

す
。　

な
お
、
何
年
誘
致
し
て
建
設
中
だ
っ

写
真
は
建
設
中
の
旭
合
繊

囑

、

、、

た
、
日
向
製
錬
所
、
経
済
連
飼
料
工
場

■
宮
崎
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
日
本
ブ
ロ
イ
ラ
ー

の
四
工
場
と
も
本
年
度
に
完
成
し
て
、

操
業
を
始
め
ま
し
た
。

r

敬
老
年
金
を
制
定

　
初
の
文
化
功
労
者
に
三
人
決
る

　
こ
と
し
の
十
月
二
十
三
日
は
、
元
号

が
「
慶
応
」
か
ら
「
明
治
」
に
改
め
ら

れ
て
、
ち
ょ
う
ど
百
年
め
に
あ
た
る
の

で
、
全
国
的
に
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
十
一
月
三
日
の
文
化
の

日
に
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
そ
の
席

で
、
初
の
文
化
功
労
者
の
表
彰
や
記
念

講
演
な
ど
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
．
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
は
、
敬
老
・

年
金
や
文
化
功
労
者
の
制
定
の
ほ
か
、

塩
見
川
河
畔
公
園
の
建
設
、
美
々
津
堂

面
木
の
記
念
植
樹
祭
、
第
三
回
市
民
体

育
大
会
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
市

民
会
館
建
設
基
金
の
積
立
て
も
始
ま
り

ま
し
た
。

富
島
幹
線
水
路
が
完
成

　
　
七
年
継
続
の
大
事
業

　
富
島
幹
線
用
水
路
の
改
修
工
事
が
特

別
団
体
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
昭

和
三
十
六
年
か
ら
始
ま
り
、
本
年
三
月

ま
で
の
七
年
が
か
り
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
工
事
は
、
東
郷
村
中
の
原
か
ら

塩
見
権
現
原
ま
で
．
の
全
延
長
七
千
十
甲

高
ー
ト
ル
を
総
工
費
一
億
七
千
四
百
万

円
で
新
設
同
様
に
改
修
し
た
も
の
で
す

　
こ
れ
で
、
明
知
屋
、
財
光
寺
と
塩
見

富
高
の
一
部
を
含
む
三
百
七
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
水
田
を
う
る
お
し
て
、
こ
と
じ

の
干
ば
つ
も
大
豊
作
で
し
た
。

●

シ
ン
メ
イ
産
業
も
工
場
建
設

，
旭
化
成
の
進
出
し
た
臨
海
工
業
地
帯

の
一
区
側
で
は
、
旭
合
繊
の
工
場
建
設

．
を
は
じ
め
、
国
の
出
先
機
関
を
ま
と
め

る
港
湾
合
同
庁
舎
の
建
設
や
旭
化
成
の

総
合
倉
庫
、
公
共
岸
．
壁
と
臨
港
道
路
、

シ
ン
メ
イ
産
業
な
ど
の
建
設
工
事
が
同

時
に
行
な
わ
れ
、
ど
こ
か
ら
も
威
勢
の

よ
い
エ
ン
シ
ン
の
音
や
パ
イ
ル
を
打
ち

こ
む
ツ
チ
音
が
響
き
、
活
気
に
満
ち
て

い
ま
す
。

　
一
区
の
入
口
に
建
設
を
は
じ
め
た
、

シ
ン
メ
イ
産
業
株
式
A
瓜
社
（
新
名
健
士
口

社
長
、
資
本
金
五
千
万
円
）
は
、
石
川

県
金
沢
市
に
本
年
八
月
設
立
さ
れ
た
も

の
で
、
旭
化
成
の
製
造
す
る
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
繊
維
を
加
工
し
て
ウ
ー
リ
糸
を
生

産
す
る
工
場
で
す
。

　
日
向
工
場
は
、
一
区
の
う
ち
六
万
六

千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
旭
化
成
か
ら
譲
り

受
け
、
設
備
資
金
約
六
億
円
を
か
け
て

建
設
す
る
も
の
で
、
さ
る
十
一
月
十
六

日
に
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
場
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

写
真
億
明
治
百
年
記
念
式
典

「
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写
真
は
シ
ン
メ
イ
産
、
業
の
工
場
建
設

新
浄
水
場
の
建
設
に
着
工

　
市
は
、
塩
見
権
現
原
に
新
浄
水
場
の

建
設
を
本
年
一
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
江
良

浄
水
場
が
需
用
に
応
じ
き
れ
な
く
な
っ

た
た
め
、
上
水
道
第
四
次
拡
張
事
業
の

第
一
期
工
事
と
し
て
、
蟄

三
百
三
十
九
万
九
千
円
を
か
け
、
四
十

五
年
度
ま
で
に
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　
・
こ
れ
が
完
成
し
ま
す
と
現
在
の
施
設

と
あ
わ
せ
て
四
万
千
人
の
給
水
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
も
五
十
五
年
を
目
標
に

第
二
期
、
第
三
期
拡
張
工
事
が
計
画
き

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
お
も
な
建
設
事
業
と
し

て
、
高
見
橋
の
架
設
や
都
市
下
水
路
、

東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
等
の
継
続
事

」
業
、
ま
た
別
記
市
営
住
宅
の
建
設
や
三

浦
通
線
の
舗
装
工
事
な
ど
多
数
の
工
事

が
、
い
ま
急
ピ
ッ
チ
で
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
教
育
施
設
の
整
備
も
、
別
記
の
と
お

、
り
、
ほ
と
ん
ど
建
設
中
で
す
。

鳥
．

淘ヘ
ノ

鉄
骨
平
家
造
り
三
千
七
百
九
十
三
平
方

メ
！
ト
ル
一
む
ね
を
来
年
四
月
末
日
ま

で
に
建
設
し
、
機
械
等
を
据
付
け
て
七

月
か
ら
操
業
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

事
務
所
兼
厚
生
施
設
や
従
業
員
寮
、
社

宅
な
ど
も
同
時
に
建
設
さ
れ
る
計
画
で

す
。　

従
業
員
は
当
初
百
五
人
で
、
二
千
四

十
八
錘
の
仮
よ
り
機
を
設
置
し
、
月
八

十
ト
ン
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
ウ
ー
リ
糸
を

生
産
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

亀
崎
に
市
営
住
宅
を
建
設

入
居
者
を
近
く
募
集

　
臨
海
工
業
地
帯
が
目
前
に
見
わ
た
せ

る
亀
崎
東
区
の
小
高
い
所
に
、
い
ま
市

営
住
宅
の
建
設
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

　
こ
の
住
宅
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
平
家
建
の

第
一
種
住
宅
で
、
六
畳
、
四
・
五
畳
、

三
畳
の
三
室
と
ふ
ろ
付
き
の
間
取
り
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
工
費
八
百
八
十

一
万
四
千
円
で
、
二
む
ね
十
二
戸
建
設

す
る
も
の
で
す
。

　
工
事
は
、
さ
る
十
月
十
四
日
か
ら
着

工
し
、
来
年
二
月
下
旬
に
は
完
成
し

て
、
三
月
上
旬
に
は
入
居
で
き
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
住
宅
の
入
居
者
募
集
が
新
年
一

月
中
旬
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
家
賃
は

四
千
五
百
円
か
ら
五
千
円
程
度
で
す
。
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轟輝愚雌や癖．
　　簡易郵便局を亀崎と塩見に設置

　簡易郵便局が、亀崎と塩見に設置されました。

　これは、同地から要望されていたため、市が郵政省と

委託契約を結んで設置したものです。

　亀崎局は富島高校東側に、さる12月5日開局し、業務

を始めました。塩見局は中村の県道添いに設置され、来

年1月6日から開局します、業務内容は、集、配業務を

除いた郵便貯金・電報電話などの一般郵政事務です。

拶

．
蟹
期

分校の給食に財用車を購入

　市にこのほど「給食運搬車」がおめ見えしました。

　この車は、美々津小田の原分校と平岩小鵜毛分校に学

校給食が始まり、パンやおかずなどを運搬するため、さ

る12月4日に、761干円で購入したものです。

　調理は、美々津小調理場を三校共同の調理場に切りか

えて行なわれています。現在、田の原分校に73人、鵜毛

分校に尋ま12人の児童が給食を受けており、給食運搬車の

訪問を毎日たのしみにまっています。

臼
∫

・
向
美
、

セ
翔

　
　
」
、
鮎
ワ
認．

遭

　
大
型
公
共
岸
壁
も
完
成

　
本
市
内
に
お
け
る
県
関
係
の
事
業
で

は
、
細
島
工
業
港
の
一
万
五
千
ト
ン
公

共
岸
壁
を
は
じ
め
、
二
千
ト
ン
公
共
岸

壁
や
大
型
倉
庫
、
公
共
貯
留
場
が
五
月

に
完
成
し
た
ほ
か
、
古
城
が
丘
の
一
角

に
青
年
技
術
館
が
完
成
し
て
、
本
市
周

辺
の
農
業
後
継
者
を
養
成
す
る
こ
と
に

な
り
し
た
。

　
ま
た
、
広
見
に
さ
る
六
月
富
島
、
日

向
工
業
、
門
川
農
業
の
三
高
校
生
徒
寮

と
職
員
住
宅
が
、
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
目
明

建
で
五
む
ね
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

お出かけにはるす番を

防犯はあなたの心がけ

｝
も
で
き
る
こ
と
。
お
出
か
け
の
と
き

7
、
・
ギ
か
け
を
お
忘
れ
な
・
へ

｝
ア
キ
ス
は
、

｝
こ
れ
は
と
い
う
家
を
発
見
す
る
と
、

一
声
を
か
け
た
り
、
窓
に
石
を
投
げ
た
一

…の

[
簿
鯖
砧
、
鉾
鰍
…

澱
需
ゼ
窃
殿
麺
鷲
…

鷲
溝
難
…

“
番
の
い
な
い
と
き
は
、
お
隣
り
ゃ
近
｝

｝
所
の
人
に
見
張
り
を
た
の
ん
で
お
き
｝

則
し
・
う
。
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

直
見
馳
馳
職
亀
馳
－
舳
亀
亀
職
亀
鷹
馳
亀
馳
1
「
二
二
掴
嗣
1

　
十
二
月
は
一
年
の
総
鴫

決
算
に
あ
た
り
な
に
か
叫

と
気
ぜ
わ
し
い
月
で
す
“

こ
ん
な
時
は
、
ド
ニ

ボ
ー
に
と
っ
て
い
え
ば
一

稼
ぎ
ど
き
と
い
う
わ
け
一

忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
、
　
闘

戸
締
U
を
忘
れ
な
い
よ
“

う
、
十
分
に
気
を
く
ば
晶

っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
｝

　
カ
ギ
か
け
は
だ
れ
で
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

る
す
宅
を
み
て
歩
き
鴫

　
な
お
第
二
種
住
宅
は
建
設
ざ
れ
ま
堂

ん
で
し
た
が
、
現
在
の
住
宅
が
あ
き
家

に
な
っ
た
場
合
に
入
居
で
き
る
順
番
の

抽
せ
ん
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

写
真
は
遼
設
中
の
市
営
住
宅

成
人
式
は
富
高
小
学
校
で
開
催

　
　
参
加
申
込
み
を
早
め
に

　
「
お
と
な
」
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚

し
、
社
会
人
と
し
て
自
ら
生
き
ぬ
こ
う

と
す
る
成
人
者
を
祝
い
は
げ
ま
す
成
人

式
が
、
来
年
一
月
十
五
日
成
人
の
日
に

富
高
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
成
人
と
な
ら
れ
る
方
は
、
昭
和
二
十

三
年
一
月
十
六
日
以
後
昭
和
二
十
四
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

ま
だ
成
人
式
の
参
加
申
込
み
を
き
れ
て

な
い
方
も
、
教
育
委
員
会
に
連
絡
さ
れ

て
、
も
れ
な
く
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
当
日
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
受

付
を
始
め
、
式
典
の
あ
と
成
人
者
代
表

の
意
見
発
表
や
記
念
講
演
、
記
念
植
樹

な
ど
が
催
さ
れ
、
正
午
に
は
終
り
ま

す
。
各
ご
家
庭
で
も
、
こ
の
意
義
深
い

「
成
人
の
日
」
を
祝
い
、
お
と
な
の
な

か
ま
い
り
を
す
る
若
人
の
門
出
を
祝
福

し
ま
し
ょ
う
。

い
『



吾で

ゾ

，

σ
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翻醐
広
場

　
　
国
民
年
金
に
も
れ

　
　
な
く
加
入
を

　
国
民
年
金
が
昭
和
三
十
五
年
三
月
三

日
に
た
ん
じ
ょ
う
し
、
や
が
て
十
年
め

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を

得
て
、
そ
の
実
績
も
年
々
向
上
し
、
本

年
十
月
末
ま
で
の
被
保
険
者
（
加
入
し

た
人
）
は
、
強
制
、
任
意
加
入
あ
わ
せ

て
八
千
八
百
七
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

未
満
の
人
が
加
入
し
、
被
保
険
者
と
な

．
か
ま
す
か
ら
、
会
社
や
工
場
、
官
公
署

な
ど
に
勤
め
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
二
十
歳
に

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
◎
給
付
は
こ
ん
な
と
き
に
…
…
。

　
六
十
五
歳
に
な
っ
た
ら
「
老
．
齢
年

金
」
・
ケ
ガ
や
病
気
を
し
て
日
常
生
活

が
十
分
で
き
な
い
と
き
「
障
害
年
金
」

．
夫
と
死
別
し
た
（
父
、
祖
父
、
兄
な

ど
と
死
別
）
母
子
、
準
母
子
世
帯
に
、

「
母
子
、
準
母
子
年
金
」
そ
の
他
、
遣

児
、
寡
婦
、
通
算
老
齢
年
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
は
、
保
険
料
を
か
け

て
い
な
け
れ
ば
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。　

本
市
に
は
、
年
金
が
略
ら
え
る
の
に

申
し
出
さ
れ
て
な
い
方
が
あ
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
は
、
あ
な

た
の
地
区
に
国
民
年
金
委
員
の
方
が
お

ら
れ
ま
す
の
で
こ
の
方
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
ま
だ
加
入
さ
れ
て
な
い
方
は
、
い
ま

す
ぐ
加
入
し
ま
し
よ
う
。

　
国
民
年
金
委
員
の
み
な
さ
ん

柏
田
利
彦
（
江
良
）
　
西
田
忠
則
（
上

町
）
　
申
野
ム
メ
（
西
草
場
）
　
西
川

鹿
之
助
（
上
町
）
　
竹
内
セ
ッ
（
中

央
）
　
森
団
七
（
西
草
場
）
　
黒
木
覚

（
西
川
内
）
・
佐
藤
政
喜
（
中
村
）

池
田
博
柾
（
永
田
）
　
．
長
浜
シ
、
ズ
エ

（
切
島
二
）
　
高
橋
重
美
．
（
往
還
）

海
野
秀
吉
（
江
良
）
　
遠
藤
重
一
（
曾

根
）
　
日
高
義
之
（
梶
木
〉
　
黒
木
勝

（
亀
崎
中
）
　
柏
田
ナ
ミ
エ
（
畑
浦
）

片
桐
丈
夫
（
吉
の
川
）
　
今
村
為
市

（
庄
手
向
）
　
安
藤
泰
（
美
砂
）
　
児

玉
悟
．
（
金
ケ
浜
）
　
松
浦
文
雄
（
幸
脇

申
）
　
石
田
松
子
（
高
松
）
　
白
石
清

五
郎
（
駅
通
り
）
敬
称
は
省
き
ま
し

た
。

交
通
事
故
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
原
因
は
遽
反
が
ぼ
と
ん
ど

　
毎
年
の
よ
う
に
年
末
、
年
始
に
な
る

と
各
地
で
悲
惨
な
交
通
事
故
が
続
発
し

尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
、
そ
の
原
匠
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

．
．
亥
ず
、
そ
の
ひ
と
つ
は
、

▼
交
通
の
き
ま
り
が
よ
く
守
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
つ
ま
り
、
事
故
の
ほ
と
ん
ど

は
交
通
違
反
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
法
律
は
、
取
締
ま
り
や
罰
則
の
た
め

に
で
は
な
く
、
交
通
の
安
全
を
保
持
し

　　　一・峯＿’．子　　’．・T『て　・
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住所の移動、出生、死亡、結婚……

　まず、・届けでましょう〃

　従来の住民票にかわって、住民基本台帳が

できることになりました。

　この基本台帳は、これまでの住民票の申に

選挙、配給、国民健康保険、国民年金などに

関することを同時に記載したもので、住民の
知便をはかるとともに、事務の能率を高めあ

わせて住民の正確な記録をつかむためにでき
たものです。

　以上のことから、これまでは、庄民登録を

していなくても、選挙権のある人であれば、

選挙人名簿に登録されておりましたが、これ

からは、たとえ選挙権があっても住民基本台

脹に登録されていない人は、選挙人名簿に登

録されないことになり、投票ができないこと

になるわけです。また、新入学児童について

も、住民基本台帳に登録されていなければ入

学ができないことになります。　　　　一

　このように住民基本台帳では、これまでの

住民票と異なって、基本台帳に登録されてい

なければ、すべての事務の登録、ないしは資

格が受けられないということになるわけです

　ですから、大切なことは基本台帳に登録も

れにならないこと、届出を絶対に怠ってはい

けないことです。

　この届出は転入、転出、転居などの住居○

異動を届け出るものと、出生、死亡、婚姻、

世帯主の変更など人の異動を届出るものとが

あります。これらの届出については、次号で
のべることにいたしまず。

「

◎
　
せ
ま
い
道
驚
、
の
駐
車
は
．
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
、
・

r

ノ
　
　
　
．
畜

●

P

わ
た
し
た
ち
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
交
通
の

き
ま
り
を
守
る
こ
と
こ
そ
安
全
で
あ
り

正
し
く
守
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
い

つ
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す

　
▼
も
う
ひ
と
つ
の
原
因
と
し
て
、
道

路
事
情
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
見
と
お
し
．
が
悪
か
っ
た
」
と
か

「
道
路
が
堀
り
あ
げ
ら
れ
て
、
い
た
ん

で
い
た
」
と
か
「
広
告
物
な
ど
で
道
路

標
識
が
見
え
な
か
っ
た
」
な
ど
よ
く
聞

か
さ
れ
ま
す
ね
、
こ
の
よ
う
に
ハ
交
通

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
問
題
も
、
大
き

な
事
故
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
私
た
ち
の
周
囲
や
い
つ
も
行
き
き
し

「
て
い
る
と
こ
ろ
で
お
気
づ
き
の
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
警
察
署
ま
た
は
市

役
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
交
通
安
全
は
世
界
の
善
い
で
す
。
正

し
い
交
通
の
き
ま
り
を
よ
く
守
っ
て
、

悲
惨
な
事
故
の
な
い
明
る
い
町
を
築
き

ま
し
よ
う
。

印
か
ん
証
明
馬
戸
籍
、
住
民
票

の
事
務
は
二
十
八
日
午
前
中
に

　
市
役
所
で
は
、
毎
年
二
十
八
日
を
ご

用
納
め
と
し
、
大
そ
う
じ
な
ど
行
な
つ
」

た
あ
と
仕
事
お
さ
め
の
式
が
行
な
わ
れ

二
十
九
日
目
ぢ
来
春
三
日
ま
で
の
六
日

間
、
一
般
の
事
務
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
こ
と
し
は
、
二
十
八
日
が
土
曜
日
に

あ
た
り
、
印
鑑
証
明
や
戸
籍
、
住
民
票

ノ

人ロ（12月旧現在）

男　22．勿5人前昆支最

女24．334人53人増

総数46．549人　108人増

世帯数
　11．816世帯　35世帯増

・
0

‘

の
謄
抄
本
事
務
は
午
前
中
ま
で
に
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
出
生
、
死
亡
に
つ

い
て
の
届
出
は
、
休
み
に
な
っ
て
も
宿

日
直
者
が
行
な
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。　

　
新
春
懇
談
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
一

　
市
は
、
新
春
懇
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

八
日
時
〉
　
昭
和
四
十
四
年
一
月
四
日

　
　
　
　
午
前
十
一
時
か
ら

八
場
所
〉
　
市
役
所
四
階
の
大
会
議
室

　
ヒ
コ
ミ
コ
セ
　
し
ロ
ヘ
へ
ら
ヤ
へ
ら
へ
　
ご
　
ら
も
へ
　
も
ら
ミ
コ
ヘ
へ
ら
　
ま
　
へ
　
し
や
へ
も
り

「
胃
の
集
団
検
診
を
受
け
た
方
へ

　
十
一
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
胃
」
集

団
検
診
の
結
果
は
、
精
密
検
査
を
必
要

と
す
る
か
た
だ
け
に
お
知
ら
せ
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
異
常
の
な
い
か
た
に
は

べ
つ
に
お
知
ら
せ
ば
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た

方
は
、
至
急
、
も
よ
り
の
病
院
で
検
診

を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
農
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名

　
簿
の
登
録
申
し
出
を
早
め
に

　
来
年
は
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
に
そ
な
え
て
、
名
簿
の
調

製
を
行
な
う
た
め
、
農
家
の
み
な
さ
ん

に
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
し
出
を
よ
び

か
け
て
い
ま
す
。
次
に
該
当
さ
れ
る
方

は
も
れ
な
く
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、

　
昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
現
在
で
十

ア
ー
ル
以
上
耕
作
さ
れ
て
い
る
人
、
ま

た
は
一
月
一
母
ま
で
に
、
六
十
日
以
上
、

農
業
に
従
事
さ
れ
た
人
で
す
。

◎
申
し
出
は
、
四
十
四
年
一
月
十
日
ま

で
に
、
農
業
委
員
会
事
務
局
で
す
ま
せ

て
く
だ
き
い
。

●

．
レ
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